
平成２５年度学校版環境ＩＳＯ活動取組の概要

水俣市立水俣第一中学校

＜日常的な活動＞ 節電
コップ１杯の水で歯磨き 雨水タンクの水を利用してグリーンカーテン用のアサガオに水やり

紙資源分別

学校版環境 ISO は、生徒会環境 ISO 委員会を中心に計画
と実行をしています。昨年度の反省点を活かしながら生徒
総会で承認を行い本年度の活動がスタートしました。
宣言文を５項目から６項目へ見直し、曖昧な表現の部分

を具体的に自己評価できるように改善しました。また、燃
やすごみの減量を目指して紙類資源の分別の徹底を図り
ます。職員版についても、より省資源を目指しています。

環境 ISO 宣言項目を実践するために日常の生活で、節電、節水、
資源分別を行っています。雨水タンクの水を利用して水やりした
り、一部は掃除でも利用したりしています。教室内が明るくなる
ように校舎が改築されているので、不要な照明は生徒自身でこま
めに消すようにしています。晴れている日であれば、まったく照
明をつけずに授業を行っていることもあります。

・自然を愛護し、環境保全の努力をさせる。

・公害（水俣病など）を正しく理解し、公害を許さない・起こさない態度を育てる。

・故郷を誇りに思う心情を育てる。

・学校版環境ＩＳＯ活動の推進を図る。

・エコ改修校舎を活かして自発的行動を育てる。



＜ゴミュニケーション活動＞

＜生徒会活動＞

＜講師をお願いして環境学習をしています＞

＜校舎を活用した環境学習＞

＜地元の環境について知る学習＞

水俣一中では地域ごみ分別収集活動に以前から参加して
います。部活動や諸活動よりも優先させています。地域の
方とのふれあいを深めるという目的もあって、ゴミとコミ
ュニケーションをかけて『ゴミュニケーション』と呼んで
います。毎月決められた日時で自宅付近のゴミステーショ
ンにて活動しています。今年は、生徒がいる地区だけです
が８２か所で毎月参加しています。今後も活動が充実する
ようにしていきたいです。

1 年生対象にゴミュニケーション
の意義や方法について、環境クリー
ンセンターの方に来ていただきまし
た。また、校舎の改修に携わられた
大学の先生にも来ていただきまし
た。今行っている活動について意義
を再認識することができました。

左は明るい教室内で照明が必要なのか
を実験している場面です。帽子をかぶっ
ていると、蛍光灯がついたり消えたりし
てもわかりません。この場合、照明は必
要ないと判断できるのです。右は校舎に
あるグリーンカーテンの効果を調べる実
験です。気化熱の効果を考察しました。

夏季の室温を下げることと、初秋の日
射を遮ることを目的にグリーンカーテ
ンづくりをしています。どのようにした
らうまくいくか実験的に栽培していま
す。整備委員会を中心に、苗づくり、水
やり、種取りを行っています。まだ発展
途上ですが来年こそ良いものをつくり
たいです。

毎年２年生対象に総合的な学習の時間で行っている地域の環境について知る「海・山・川学
校」です。ＮＰＯ法人の方々や地域住民、漁協のみなさんに協力をいただきながら、水俣を知
る学習を行い、地元の自然を大事にする心を醸成しています。水俣一中の校区を主にフィール
ドとしています。海学校では漁協チームと湯の児ダイビングチームに分かれ、漁場の再生活動
や海中の生物観察を行いました。山学校では森林の保水力を確かめる実験、植物の光合成を確
かめる実験を行いました。川学校では、上・中・下流域の調査チームに分かれ、生活と川がど
のように関連しているか、どのような工夫をしながら水を活用しているかなどについて学びま
した。



＜教科等授業での環境学習＞

社会科、道徳などの授業でも環境問題や
地元水俣の環境について考える時間をつく
っています。豊かな心を育み、社会に出た
ときに実践できる力をつけたいと考えてい
ます。あらためて自分の行動を振り返り、
将来の水俣について考える良いきっかけと
なっているようです。

環境 ISO 宣言項目に関することについては、クラスごとに生徒会環境 ISO 委員会を中心に
毎週チェックをしています。集計することだけに終わらず、環境 ISO コーナーを作りいつで
も目に触れるようにし、意識の向上をねらっています。また、給食時の放送を使って、連絡
や結果の報道などを生徒自ら行えるようにシステム化をしています。活動が停滞した時や改
善点が出てきたときは学級でその反省が活かせるように、環境教育担当がアドバイスを行っ
ています。また、職員の体制としても、各担任や各地区担当の教師も一緒に活動しながら、
事前と事後指導も行えるようなシステムづくりをしています。



これは電力消費量の年次推移です。Ｈ21 年度までは旧校舎、Ｈ22 年度は校舎仮移転もあり、
データが不ぞろいです。しかし、改築前のデータからすると明らかに節電が達成できていま
す。校舎改築によって、高効率照明の導入や室内の採光の改善が図られています。環境 ISO
宣言項目にも掲げていますが、むやみに電気使用量を減らすということではなく、必要でな
いものをあえて使わないという精神を育てたいと考えています。Ｈ23 年度とのデータと比較
してもＨ24 年度のデータは良い結果となっています。校舎改築による部分だけではなく、日
常の積み重ねで電力使用量を抑えることができています。

いずれ、この値は改善するのが難しくなると思われますが、その値をどのように工夫して
減らしていくか、または維持していくかが今後の課題でもあり、目標でもあります。

今年度の改善点として、紙資源を徹底してリサイクルに回すことを実践しています。各教
室に紙袋や段ボール箱を用意して、定型紙のみだけでなく、小さな切れ端なども燃やすごみ
の中に入れないようにしました。明らかに教室や職員室から出る燃やすごみの量が減ってい
ると実感できます。しかし、一部でまだ浸透していない部分もありますので、入学当初から
一中の取り組みを卒業するまで実践させて、家庭や地域、卒業した後社会で活かせる実践力
をつけさせていきたいと考えています。

水俣の環境について学ぶ体験活動や学習、教科や道徳の授業で地元のことについてしっか
りと考え、故郷に誇りを持って生活できるようになってもらいたいと考えています。

電力消費量の推移


